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㈱しがぎん経済文化センター 「2013 年新入社員意識調査」 

「2013年新入社員意識調査」 

自分の能力が発揮できる会社で、与えられた仕事は一生懸命に 

昨年の就職活動は改善の兆しがみえるといわれたものの、リーマン・ショック以前のようには

未だ回復しておらず、依然厳しい就職活動となった。そのような長く厳しい就職活動を終えた多

くの新入社員が、この春から社会人生活の第一歩を踏み出している。今年の調査結果から、今年

の新入社員の意識を探ってみたい。 

◆入社動機は「自分の資格や能力が発揮できそう」が４割 

 『入社を決めた主な動機は何か』（複数回答）と尋ねたところ（図１）、「自分の資格や能力が

発揮できそう」（39.4％）が最も多く、５年連続でトップになった。次の「企業イメージがよい」

は年々増加している（26.7％→29.9％→30.9％）。今年の新入社員も自分の能力を十分に発揮でき

るかという点に注目して、就職活動に臨んだようだ。また、「企業イメージがよい」を重視する新

入社員は、リーマン・ショック後には減少傾向にあったが、企業を選ぶ学生の視点も景気の回復

兆候とともに変化しつつあるとみられる。 
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図１ 入社を決めた主な動機 上位10項目（複数回答）
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◇調 査 名：「新入社員意識調査」 

◇調 査 時 期：３月 18 日(月)～４月 25 日(木) 

◇調 査 対 象：当社開催の新入社員研修に参加した新入社員（６２４名） 
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◆ 男性は「意欲・やる気」、女性は「協調性」に自信あり 

『社会人として必要なもののうち、あなたが自信をもてるもの』（複数回答）について尋ねたと

ころ（図２）、男性では「意欲・やる気」（27.7％）が最も多く、次いで「忍耐力」（24.8％）、「協

調性」（22.7％）と続いた。一方、女性では「協調性」（30.5％）が最も多く、次いで「意欲・や

る気」（22.9％）、「忍耐力」（22.1％）と続いた。特に男性の割合が多かった項目は、「意欲・やる

気」（男性 27.7％、女性 22.9％）、「柔軟性」（男性 16.9％、女性 12.2％）、女性の割合が多かった

項目は「協調性」（女性 30.5％、男性 22.7％）、「責任感」（女性 21.4％、男性 16.0％）となった。 
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図２ 社会人としてあなたが自信をもてるもの（男女別、複数回答）
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◆７割以上が「仕事が面白い時」にやりがいを感じる 

『どのような時に働きがいを感じると思うか』（複数回答）と尋ねたところ（図３）、「仕事が面

白いと感じる時」（73.4％）が最も多く、次いで「職場の雰囲気が良いと感じる時」（43.7％）、「社

会に貢献していると感じる時」（26.3％）となった。７割以上が仕事の内容にやりがいを感じるこ

とがあるようだ。 
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図３ どのような時に働きがいを感じるか（複数回答）
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◆仕事は「どんな仕事も一生懸命に」が８割 

『仕事が合わない時どうするか』と尋ねたところ（図４）、「どんな仕事でも一生懸命やる」が

78.6％となり、８割近くにのぼった。また、「好きな仕事なら一生懸命やるが、嫌いな仕事はそこ

そこにする」は 10.5％となり、昨年（9.2％）より 1.3 ポイント上昇した。また「転職する」は

昨年と同様の 3.2％となり、わずかに止まっている。 
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◆「管理職にはこだわらない」が最多 

『社会人としてどのような道を進みたいか』と尋ねたところ（図５）、「いろいろな仕事を経験

したいが、管理職にはこだわらない」（34.7％）が最も多く、次いで「いろいろな仕事を経験し、

部下を持つような管理職になりたい」（26.6％）、「１つの分野を勉強し、その道の専門職になりた

い」（22.0％）と続いた。男女別でみると、男性では「いろいろな仕事を経験し、部下を持つよう

な管理職になりたい」（38.0％）、女性では「いろいろな仕事を経験したいが、管理職にはこだわ

らない」（43.7％）の回答が最も多かった。 
 

26.6 

38.0 

11.9 

34.7

27.8

43.7

22.0 

19.7 

25.0 

3.9

1.7

6.7

11.9

11.3

12.7

0.8

1.4

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

男

女

図５ 社会人としてどのような道を進みたいか

いろいろな仕事を経験し、部下を持つような管理職になりたい いろいろな仕事を経験したいが、管理職にはこだわらない

１つの分野を勉強し、その道の専門職になりたい 管理職にも専門職にもならず、一般社員でよい

特に考えていない その他

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 



 6 / 9 
㈱しがぎん経済文化センター 「2013 年新入社員意識調査」 

◆「資格取得」を目指すが４割超 

『自分自身の技能や能力アップのために、どのような勉強が必要だと思いますか』（複数回答）

と尋ねたところ（図６）、「資格を取得する」（45.3％）が最も多く、次いで「パソコンスキルを向

上させる」（31.5％）、「セミナーに参加する」（29.9％）、「外国語を勉強する」（29.6％）となった。 
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図６ 自分自身の技能や能力アップのために、どのような勉強が必要か（複数回答）
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◆「定年まで勤めたい」が半数以上 

『定年まで勤めたいか』を尋ねたところ（図７）、「そうしたい」（55.0％）が最も多くなった。

過去３年間の特徴をみると、「そうしたい」（52.5％→53.8％→55.0％）が増加傾向にあり、その

一方で「他によい仕事があれば転職する」（16.4％→16.3％→14.8％）、「結婚したらやめる」（6.2％

→5.9％→5.4％）が減少傾向にある。 
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◆初めての給料は「家族へのプレゼント」 

『初めての給料の使い途』（複数回答）を尋ねたところ（図８）、「家族などにプレゼントする」

（63.6％）が最も多く、次いで「貯蓄する」（52.6％）、「自分の身の回り品を買う」（43.7％）、「友

人とのつき合いに使う」（23.1％）となった。 
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◆理想の上司は「イチロー」と「天海祐希」が人気 

『理想とする上司像を有名人に例えると』と尋ねたところ（表）、男性の上司としては、米大リ

ーガーの「イチロー」が 51 人（男性 38人、女性 13人）で８年連続の１位となった。女性の上司

では女優の「天海祐希」が 54 人（男性 16 人、女性 38 人）で４年連続の１位となった。『その有

名人を選んだ理由』では、「イチロー」は「頼りになりそう」が 21 人で最も多く、次に「仕事が

できそう」が 17 人で続いた。「天海祐希」を選んだ理由は、「仕事ができそう」が 27 人で最も多

く、「頼りになりそう」「面倒見がよく、何でも相談できそう」が各 20人で２番目に多い回答とな

った。仕事ぶりを尊敬できて頼りがいがあり、困った時に相談がしやすいような上司像が理想の

ようだ。 
 

　　　　　表　　　理想とする上司像

男性の上司 回答数（人） 順位 女性の上司 回答数（人）
イチロー 51 1 天海祐希 54
松岡修造 21 2 江角マキコ 22

明石家さんま 15 3 和田アキ子 20
所ジョージ 12 4 篠原涼子 16

真矢みき
澤　穂希

12橋下徹 11 5

 

 

自分の能力を存分に発揮し、どんな仕事も一生懸命に取り組む 

昨年の就職活動も、回復の兆しはみえつつあるものの、未だ厳しい状況が続いていた。このよ

うに厳しい就職活動の中でも新入社員は、「自分の能力や資格を存分に発揮できる会社」に焦点を

当て、就職活動に臨んだようだ。このような背景もあり、「どんな仕事も一生懸命にやる」という

前向きな姿勢が強く、また、入社した会社には「定年まで勤めたい」と考えている新入社員が多

い傾向にある。これから長い社会人生活の中で、大きな壁にぶつかった時に今持っている意欲的

な気持ちを思い出して前向きに進んでほしい。また、受け入れる側も今年の新入社員の特徴を踏

まえ、温かくも厳しい目で見守っていきたいものだ。 
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